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守
屋

正

今
冬
一
番
の
大
寒
波
が
到
来
し
た
2
月
24
日
、

9
名
が
10
時
に
「
阿
倍
野
防
災
セ
ン
タ
ー
」
に

集
合
し
た
。
平
成
7
年｢

阪
神･

淡
路
大
地
震｣

以
降
、｢

東
南
海
・
南
海
地
震｣

の
発
生
が
30
年

以
内
に
80
％
の
高
確
率
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
予
測
を
背
景
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
の
防
災
に
対
す
る
知
識
・
技
術
を
実
際
の

体
験
す
る
こ
と
で
学
習
で
き
る
施
設
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。

先
ず
ロ
ビ
ー
で
、
現
在
住
ん
で
い
る
市
内
各

地
域
の
、
揺
れ
の
強
弱
・
海
か
ら
の
洪
水
・
河

川
か
ら
の
浸
水
な
ど
の
災
害
発
生
予
測
状
況
が

視
覚
的
に
表
示
さ
れ
、
皆
さ
ん
自
分
の
所
は
？

と
食
い
入
る
様
に
眺
め
て
い
た
。

次
い
で
、
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
を
備
え
た
大
室

内
で
、
平
成
7
年
大
地
震
の
数
々
の
惨
事
シ
ー

ン
が
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
画
面
と
振
動
で
再
現
さ

れ
、
発
生
時
の
恐
怖
を
身
近
に
再
確
認
し
た
。

こ
こ
ま
で
は
「
災
害
が
発
生
す
る
と
こ
ん
な

に
な
り
ま
す
よ
」
と
い
う
覚
悟
導
入
編
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
身
近
な
日
常
生
活
の
中
で
『
実
際

に
起
こ
っ
た
時
、
何
を
ど
う
す
る
か
』
の
体
験

行
動
へ
。

①
リ
ビ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
モ
デ
ル
部
屋
で
は
、

発
災
時
と
仮
定
し
て
、
全
員
で
●
ブ
レ
ー
カ
ー

で
電
気
を
切
る
●
火
を
消
し
ガ
ス
元
栓
を
遮
断

す
る
●
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
す
、
な
ど
部
屋
の

中
を
動
き
回
り
、
惨
事
を
防
い
で
回
っ
た
。

②
炎
を
出
し
て
燃
え
て
い
る
フ
ラ
イ
パ
ン
内

の
油
を
な
だ
め
る
た
め
、
消
火
器
の
実
際
操
作

手
順
を
通
し
て
消
火
活
動
を
し
た
。
こ
の
一
連

の
操
作
に
関
し
て
体
験
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
後
述
談
】

③
煙
が
充
満
し
た
廊
下
で
、
実
際
の
煙
の
中

を
低
い
姿
勢
で
か
が
ん
で
逃
げ
た
。
現
実
の
場

面
な
ら
、
恐
怖
心
一
杯
で
逃
げ
る
の
に
必
死
に

な
る
だ
ろ
う
。

④
町
中
に
い
る
時
に
遭
遇
し
た
と
し
て
、
割

れ
落
ち
て
く
る
ガ
ラ
ス
、
瓦
、
看
板
、
倒
れ
る

電
信
柱
等
逃
げ
回
る
町
中
の
危
険
を
体
感
し
た
。

⑤
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で
、
震
災
後
の
生

き
延
び
る
為
の
食
料
、
当
面
の
必
要
備
品
な
ど

具
体
的
に
必
需
品
の
リ
ス
ト
を
教
え
て
貰
っ
た
。

⑥
目
玉
の
「
震
度
7
」
を
再
現
装
置
上
に
立
っ

て
リ
ア
ル
に
体
験
後
、
皆
さ
ん
異
口
同
音
に

「
●
物
凄
く
怖
か
っ
た
。
●
所
定
の
バ
ー
を
し
っ

か
り
と
握
っ
て

い
て
も
振
り
回

さ
れ
そ
う
だ
っ

た
。
●
一
分
が

と
っ
て
も
長
～

く
感
じ
ら
れ
た
。

●
部
屋
の
真
ん

中
に
居
た
ら
ど

ん
な
飛
ば
さ
れ

方
を
し
て
い
た

こ
と
か｣

。
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
体
験
し
て

頂
き
た
い
コ
ー
ナ
ー
だ
。

⑦
最
後
に
、
突
然
死
が
身
近
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
心
肺
蘇
生
方
と
し
て
の
A
E
D
講
習
が

あ
り
、
救
う
べ
き
命
は
周
り
の
ご
配
慮
で
是
非

救
う
べ
き
、
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

以
上
と
て
も
参
考
に
な
る
災
害
体
験
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
訪
問
し
て
み
て

下
さ
い
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
っ
て
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

米
谷

弘
子

マ
ン
シ
ョ
ン
の
階
段
の
踊
り
場
の
隅
に
置
か

れ
て
い
る
消
火
器
を
、
毎
日
見
る
に
つ
け
火
災

の
時
に
実
際
に
使
い
こ
な
せ
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
ず
っ
と
不
安
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
日
は

実
際
の
消
火
器
を
使
っ
て
モ
ニ
タ
ー
の｢

炎
の

出
た
フ
ラ
イ
パ
ン｣

の
消
火
訓
練
で
し
た
が
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
簡
単
な
操
作
で
し
た
。
家

庭
用
粉
末
消
火
器
の
噴
射
時
間
は
た
っ
た
の
10

～
15
秒
程
度
と
の
事
。
炎
が
天
井
ま
で
燃
え
上

が
っ
た
ら
、
消
火
の
限
界
を
超
え
て
い
る
の
で

直
ち
に
避
難
す
る
こ
と
、
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

災
害
時
は
、
先
ず
落
ち
着
い
て
行
動
す
べ
き

で
す
が
、
そ
れ
に
は
体
験
す
る
こ
と
で
心
の
余

裕
が
で
き
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、

今
回
の
体
験
は
と

て
も
有
意
義
で
時

間
が
経
て
ば
す
ぐ

に
忘
れ
て
し
ま
う

の
で
、
機
会
が
あ

れ
ば
又
来
て
み
た

い
で
す
。

日
常
生
活
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

～
阿
倍
野
防
災
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
～

震度７体験装置

消火器操作体験

～
消
火
器
操
作
を
体
験
し
て
～



高
橋

正
明

寒
さ
も
少
し
和
ら
い
だ
２
月
14
日
（
金
）
、
午
前
11

時
半
に
近
鉄
名
張
駅
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、
数
分
歩

い
て
「
名
張
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
皆
で
昼
食
を
共
に
し
た
後
、
午
後
か
ら

交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
担
当
の
伊
賀
名
張
拠
点
を
始
め
、
東
大

阪
・
大
東
、
堺
、
堺
泉
北
、
奈
良
、
大
阪
の
各
拠
点
役

員
、
お
よ
び
本
部
か
ら
和
田
副
会
長
の
計
14
名
で
す
。

土
岐
沢
奈
良
拠
点
代
表
の
司
会
で
、
ま
ず
和
田
副
会

長
か
ら
本
部
の
会
長
の
動
向
（
賛
助
会
員
・
団
体
へ
の

挨
拶
等
）
及
び
理
事
会
で
の
議
論
（
時
間
預
託
寄
付
金

の
見
直
し
・
交
通
費
の
見
直
し
）
、
さ
ら
に
「
安
心
サ

ポ
ー
ト
」
の
事
例
集
の
作
成
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
各
拠
点
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ

た
活
動
報
告
が
あ
り
、
市
か
ら
の
委
託
事
業
へ
の
参
加
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
、
自
立
活
動
や

催
事
の
活
性
化
、
田
舎
暮
ら
し
の
手
助
け
等
が
報
告
・

討
議
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
剪
定
・
送
迎
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
各
拠
点
と
も
事
実
上
廃
止
の
方
向
に
あ
る
こ

と
が
共
通
理
解
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
賀
名
張
拠
点
か
ら

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
に
つ
い

て
の
提
案
が
あ
り
、
皆
の
賛
成

の
も
と
、
具
体
的
な
実
施
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
次
回
の
協
議
会
の

開
催
は
東
大
阪
・
大
東
拠
点
の

主
催
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
認

し
て
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
７
月
の
運
営
委
員
会
で
諮
り
、
即
座
に

設
置
し
た｢

ご
意
見
箱｣

。
毎
月
、
運
営
委
員
会
前
に
開

封
し
、｢

ご
意
見｣

が
あ
れ
ば
、
運
営
委
員
会
で
議
題
に

の
せ
て
、
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
、｢

事
務
所
内
の
家
具
類
の
整
理｣

に
つ
い

て
、
対
応
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
し
ま
す
。

事
務
所
は
、
①
事
務
室
、
②
会
議
室
、
か
ら
成
り
ま
す
。

以
前
か
ら
、
そ
の
狭
さ
故
に
、
皆
が
集
ま
り
難
い
悩
み

が
あ
り
ま
し
た
。
ご
意
見
を
機
に
、
家
具
類
を
整
理･

撤

去
し
た
結
果
、
①
で
は
、
室
の
真
ん
中
に
あ
っ
た
コ
ピ
ー

機
を
壁
際
に
移
動
で
き
、
②
で
も
、
重
複
家
具
撤
去
に

よ
り
、
空
間
を
広
く
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

家
具
類
の
整
理･

撤
去
に
は
、
収
納
物
や
書
類
の
整
理
、

パ
ソ
コ
ン･

通
信
機
器
の
配
線
移
設
、
撤
去
家
具
の
搬
出

が
必
要
で
す
が
、
専
門
の
方
々
に
も
加
わ
っ
て
頂
き
つ

つ
、
全
て
の
行
程
遂
行
に
半
年
余
り
要
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
整
理
作
業
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
皆
様
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
整
理
で
き
た
事
務
所
に
、
ど
う
ぞ
お

越
し
下
さ
い
。
会
の
改
善
に
繋
げ
ま
す
の
で
、｢

ご
意
見

箱｣

の
ご
活
用
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。(

事
務
局)

第
６
回
阪
奈
地
区
連
絡
協
議
会
・
報
告

○

春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク

夙
川
公
園
の
花
見
・
ご
案
内

四
季
を
通
じ
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る

夙
川
公
園
。
春
は
桜
、

川
の
両
岸
の
河
川
敷

緑
地
に
南
北
２･

８
km

に
桜
並
木
が
続
き
ま

す
。
１
９
９
０
年
に

は
、
日
本
さ
く
ら
会

の
選
定
に
よ
る｢

さ
く

ら
名
所
百
選｣

に
も
選

ば
れ
ま
し
た
。

3
月
下
旬
～
4
月

上
旬
に
か
け
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
中
心
に
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
や
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
、
約
１
６
６
０
本
も
の
桜

が
開
花
す
る
景
色
は
圧
巻
の
一
言
。

川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
桜
の
優
雅
な
姿
が
調
和
し
、
穏
や

か
な
春
の
情
景
を
作
り
出
し
て
い
る
阪
神
エ
リ
ア
で
も

有
数
の
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

・
日
時
：
４
月
３
日
（
木
）

10
時
30
分
～

※
雨
天
時
は
、
７
日
（
月
）
に
順
延
。

・
集
合
：
阪
急
神
戸
線
「
夙
川
駅
」
の
南
改
札
口

・
交
通
：
阪
急
神
戸
線
「
新
開
地
行
き
」
特
急
（
８
・

９
番
ホ
ー
ム
）

大
阪
梅
田
駅

10
時
10
分
発
→
夙
川
駅
10
時
25
分
着

・
持
物
：
弁
当
・
飲
物
・
敷
物
・
雨
具

・
申
込
：
３
月
末
ま
で
に
事
務
所
へ

① 整理後の事務室

② 整理後の会議室

「
ご
意
見
箱｣

、
活
躍
し
て
い
ま
す
！



き
ょ
う
三
月
三
日
は
「
ひ

な
ま
つ
り
」
。
「
桃
の
節
句
」

「
お
ひ
な
さ
ま
」
な
ど
い
ろ

い
ろ
に
呼
ば
れ
る
が
、
古
く

か
ら
中
国
に
あ
っ
た
行
事
で
、

元
来
は
「
上
巳
（
じ
ょ
う
し
）

の
節
句
」
と
い
う
。
「
上
巳
」

は
一
般
に
は
、
ジ
ョ
ウ
ミ
と

読
ま
れ
て
い
る
が
、
「
巳
」
の
字
音
は
シ
で
あ
る
か
ら
、

ジ
ョ
ウ
シ
が
正
し
い
。
「
巳
」
は
十
二
支
の
う
ち
の
ミ
、

す
な
わ
ち
ヘ
ビ
で
、
「
上
巳
」
と
は
、
も
と
陰
暦
三
月
の

巳
の
日
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
巳
」
と
い
う
字
に
は
、
も
と
も
と
形
の
よ
く
似
た
も

の
と
し
て
、
「
己
」
と
い
う
字
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
已
」

と
い
う
二
つ
の
中
間
の
文
字
が
あ
る
か
ら
や
や
こ
し
い
。

「
已
」
は
ス
デ
ニ
と
か
ヤ
ム
と
か
ノ
ミ
と
か
な
ど
と
よ

ま
れ
る
。
「
己
」
は
オ
ノ
レ
と
よ
む
ほ
か
に
、
十
干
（
じ
ゅ
っ

か
ん
）
の
一
つ
で
あ
る
ツ
チ
ノ
ト
を
表
す
関
係
上
、
エ
ト

の
ツ
チ
ノ
ト
を
表
す
の
に
は
、
「
己
巳
」
と
似
た
字
を
二

つ
重
ね
て
書
い
た
。
「
己
」

と
「
巳
」
と
は
、
よ
く
混
同

さ
れ
、
男
子
の
名
前
で
、

「
克
己
」
と
書
い
て
カ
ツ
ミ

と
読
む
の
が
あ
る
が
、
「
己
」

と
い
う
字
を
「
巳
」
の
つ
も

り
で
読
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

「
高
血
圧
」

[

原
因]

～
塩
分
の
取
り
す
ぎ
や
肥
満
、
た
ば
こ
な
ど

～

血
圧
と
は
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液
が
血
管

壁
を
押
す
力
の
こ
と
で
、
高
血
圧
と
は
最
高
血
圧
ま

た
は
最
低
血
圧
が
基
準
値
よ
り
高
い
状
態
の
こ
と
。

血
液
の
量
が
多
い
・
血
管
壁
の
弾
力
性
が
悪
い
・

受
け
手
で
あ
る
末
梢
血
管
の
血
流
が
悪
い
と
高
血
圧

に
な
り
ま
す
。

高
血
圧
症
の
多
く
は
、
遺

伝
や
塩
分
の
多
い
食
習
慣
、

肥
満
や
喫
煙
、
運
動
不
足
な

ど
が
原
因
の
本
態
性
高
血
圧

で
す
。

[

症
状]

～
気
付
か
な
い
う
ち
に
動
脈
硬
化
に
～

血
圧
が
か
な
り
高
い
時
は
、
頭
痛
や
め
ま
い
、
肩

凝
り
な
ど
の
症
状
が
出
や
す
い
で
す
が
、
普
段
は
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
検
診
で
初
め
て
気
付
く

人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
血
管
に
強
い
圧
力
が
か
か
り

続
け
る
と
、
血
管
壁
が
傷
つ
き
、
厚
く
硬
く
な
る
動

脈
硬
化
へ
と
進
行
し
て
い
き
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

な
ど
の
重
大
な
病
気
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

[

治
療
と
予
防]

～
調
味
料
か
ら
見
直
そ
う
～

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
必
要
に
応
じ
て
血
圧
を
下

げ
る
薬
も
服
用
し
ま
す
。
食
事
で
は
減
塩
し
ょ
う
ゆ

や
香
辛
料
を
使
う
な
ど
の
工
夫
で
塩
分
を
減
ら
し
、

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。
血
管
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
た

ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
血
流
を

促
し
、
高
血
圧
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
肥
満
解
消
に

役
立
ち
ま
す
。

[

始
め
よ
う
！
健
康
ア
ッ
プ
習
慣]

～
同
じ
姿
勢
を
長
く
続
け
な
い
こ
と
～

座
っ
て
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
見
続
け
る
と
前
か

が
み
に
な
り
が
ち
で
、
首
・
肩
・
腰
な
ど
の
筋
肉
が

緊
張
し
て
血
行
不
良
に
な
り
、
疲
れ
や
肩
凝
り
、
腰

痛
の
症
状
が
出
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
30
分

に
一
度
の
目
安
で
立
ち
上

が
っ
て
体
を
伸
ば
し
、
背

筋
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
よ

う
に
座
り
直
す
こ
と
を
習

慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
「
健
康
生
活
メ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
よ
り
）

こ
と
ば
の
歳
時
記

金
田
一
春
彦

三
月

～
ジ
ョ
ウ
シ
の
節
句
～

水きり絵（石田 安子）

桃の節句

巳（へび）



〇
ふ
ら
っ
と
楽
し
む
「
す
み
よ
し
」

地
域
の
福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
一
堂
に

結
集
。
親
子
三
代
で
遊
べ
て
学
べ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
ナ
ル
ク
大
阪
も
出
店
し
ま
す
。

・
日
時
：
３
月
15
日
（
土
）
10
時
半
～
14
時

（
小
ホ
ー
ル
の
演
目
は
15
時
ま
で
）

・
場
所
：
住
吉
区
民
セ
ン
タ
ー
（
住
吉
区
役
所
の
隣
り
）

〇
春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク

～
夙
川
公
園
の
花
見
～

・
日
時
：
４
月
３
日
（
木
）

10
時
30
分
～

※
雨
天
時
は
、
４
月
７
日
（
月
）
に
順
延

・
集
合
：
阪
急
神
戸
線
「
夙
川
駅
」
南
改
札
口

・
申
込
：
３
月
末
ま
で
に
事
務
所
へ

※
二
面
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

〇
全
国
ナ
ル
ク
ウ
ィ
ー
ク
・
一
斉
行
動

～
大
阪
城
公
園
ク
リ
ー
ン
作
戦
～

・
日
時
：
４
月
17
日
（
木
）
10
時
～
12
時

※
雨
天
時
は
、
４
月
24
日
（
木
）
に
順
延

・
集
合
：
大
阪
城
ホ
ー
ル
西
玄
関
（
青
屋
門
外
濠
）

※
詳
細
は
次
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
３
月
１
日
（
土
）
３
月
22
日
（
土
）

４
月
５
日
（
土
）
13
時
半
～
16
時
半

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

当
分
の
間
、
お
休
み
で
す

■
ス
マ
ホ

教
室

日
時
：
３
月
８
日(

土)

13
時
半
～
15
時
半

■
い
き
い
き
体
操

教
室

日
時
：
３
月
19
日
（
水
）
13
時
半
～
14
時
半

□
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

日
時
：
３
月
１
日
（
土
）
３
月
15
日
（
土
）

４
月
５
日
（
土
）
13
時
～
17
時

□
水
切
り
絵

同
好
会

日
時
：
３
月
13
日
（
木
）
11
時
～
15
時

□
絵
手
紙

同
好
会

日
時
：
３
月
17
日
（
月
）
11
時
～
15
時

□
カ
ラ
オ
ケ

同
好
会

日
時
：
３
月
25
日
（
火
）
13
時
～
17
時

場
所
：
ジ
ャ
ン
カ
ラ
上
本
町
駅
前
店

※
カ
ラ
オ
ケ
以
外
の
教
室･

同
好
会
は
全
て
拠
点
事
務
所
で
の

開
催
で
す
。

◎ 時間預託提供活動

時 間 ２１時間

提供者 ９人

◎ 奉仕活動

時 間 ４８１時間

提供者 ４４人

◎ 会員数

入 会 ２世帯３人

退 会 ０世帯０人

◎ 月末会員数

１９４世帯

２４８人

教
室･
同
好
会

ご
案
内

俳

句

絵手紙（安部 満枝）

コ

ロ

ナ

様

マ

ス

ク

美

人

に

飽

き

ま

し

た

タ

カ

シ

木

の

根

明

く

今

日

の

ピ

ア

ス

は

萌

葱

色

あ

も

え

ぎ

齋

藤

富

美
代

図

書

館

の

静

け

さ

破

る

咳

ひ

と

つ
須

見

敏

江

秀

頼

の

像

の

恩

顔

梅

ふ

ふ

む

ひ
で
よ
り

お
ん
が
ん

森

下

和

子

1月度会員動向

催
事

ご
案
内

川

柳

★

運
営
委
員
会

日
時
：
３
月
8
日
（
土
）
10
時
～
12
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

★

会
報
発
送
作
業

４
月
号
の
発
送
作
業
は
、
４
月
１
日
（
火
）
13
時
半
か

ら
拠
点
事
務
所
で
行
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

★

拠
点
事
務
所
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
感
染
対
策
の
為
、
事
務
所

の
執
務
時
間
は
、
平
日
の
11
時
～
15
時
と
し
ま
す
。

T
E
L

／
F
A
X(

０
６)

６
７
１

０-

４
５

２

２

お

知

ら

せ

咲
い

て

散

る
咲

か

ず

に
散

る

も
人

の

世

か

パ
ナ
コ

ラ
ン


